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 事業概要 

第三 U(JEDI)保有および開発技術を活用して現行 JAXA プロジェクト等における技術課題解決に対

応 し, 各課題対応案件についてプロジェクトからの依頼に確実に対応する. また, 数値シミュレーシ

ョン技術ならではの"付加価値(効率化, 高信頼化, コスト・期間低減, 波及効果等)"を実現する. 
 

参考 URL: https://stage.tksc.jaxa.jp/jedi/simul/index.html 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

プロジェクトの要望にタイムリーに対応するために, 実機の複雑形状を模擬しかつ多数の条件の解

析を短期間に実施する必要がある. 

 

 今年度の成果 

H3 プロジェクト, SLIM プロジェクト, MMX プロジェクト, HTV-X プロジェクト等にて検討されて

いる課題に対して, 第三ユニットにて開発した解析技術と JSS3 を活用することで設計妥当性評価やリ

スク評価, 改良検討を実施した. 

 

 

 

プロジェクト課題対応 
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 成果の公表 

なし 

 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 FLAT 

プロセス並列数 12 - 400 

１ケースあたりの経過時間 100 時間 
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⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 1.38 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 31,311,170.94 1.41 

TOKI-ST 903,102.01 0.98 

TOKI-GP 533.72 0.01 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 8,864.83 0.68 

TOKI-TST 644,230.58 10.56 

TOKI-TGP 28.29 2.18 

TOKI-TLM 122.19 0.34 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 4,331.10 3.60 

/data 及び/data2 277,677.59 1.71 

/ssd 21,136.35 2.00 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 201.23 0.73 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

 

⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 9,891.62 4.46 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


